
　学校に登校しづらさを抱えるお子さん達を中心とした学び・遊びの場です。
　オンライン（Zoomやメタバース空間・投稿）で平日毎日、多世代で交流して
います。幼稚園生・小・中・高生、大学生のインターン、大人のボランティアが
好きな企画で一緒に過ごします。お絵描きや料理、ゲーム、季節行事がありま
す。実施したオンライン遠足では兵庫県の水族館のトドショー参加、島根県の松
江城見学などをしました。
　対面では月3回程、二宮コミュニティセンターなどでボードゲームやバスボム
づくりなどを実施しています。
　一緒に遊び学びたいお子さんや、お子さん達の話にじっくり耳を傾け一緒に楽
しんでくださる方のお問い合わせ、お待ちしています。

もおかの人と人をつなぐ情報誌

真岡市市民活動推進センター　コラボーレもおか　【運営団体】特定非営利活動法人ま・わ・た真岡市市民活動推進センター　コラボーレもおか　【運営団体】特定非営利活動法人ま・わ・た

ギャラリーギャラリー

■ NPO法人　そらいろコアラ 共同代表：増田　卓哉
　　　　　鳥飼　蓬子

■ NPO法人　ハロハロラボ 代　表：小川　美穂
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すま・切り絵「ふくろう」

　2023年10月1日からインボイス制度がスタートし
ました。言葉としては聞いたことがあっても、実際どん
な制度で自分たちの活動にどのように影響があるので
しょうか。今回は、制度の概要と市民活動への影響につ
いてまとめてみたいと思います。

どんな制度？
　そもそもインボイス制度とはどういったものなので
しょうか。国税庁のリーフレットでは以下のような説明
があります。

インボイス制度とは
買手：仕入税額控除※1の適用のため、原則として
　　　売手から交付を受けたインボイス※2を保存
　　　する必要がある。
売手：インボイスを交付するためには、事前に「イ
　　　ンボイス発行事業者」の登録を受ける必要が
　　　あり、登録を受けると、課税事業者として消
　　　費税の申告が必要となる。
※１　売り上げの消費税額から仕入れや経費の消費
　　　税額を差し引くこと。
※２　適格請求書。売手が買手に対し正確な適用税
　　　率や消費税額等を伝えるための手段のこと。
　　　請求書だけでなく、領収者やレシート等も含
　　　まれる。

　この制度の対象者は、消費税の課税事業者（課税売上
1,000万円超）です。免税事業者（課税売上1,000万
円以下）が「インボイス発行事業者」の登録をすること
もできますが、登録以降は課税事業者となるので注意し
てください。ただし、両者ともインボイス発行事業者に
なるかはあくまでも任意となっています。

　ではどういった場合、インボイス発行事業者になった
ほうがよいのでしょうか。

　その答えは、取引先が免税事業者なのか課税事業者な
のかによって変わってきます。自分たちの取引先が免税
事業者だった場合は、インボイスを交付しなくてもよい
ので、インボイス発行事業者となる必要はありません。
しかし、取引先が課税事業者だった場合は、消費税額の
控除でインボイスに対応した領収書が必要なため、取引
相手としてインボイス発行事業者が優先される可能性が
あるため、インボイス発行事業者として登録したほうが
よいとされています。インボイス発行業者になるかは、
取引先と自分たちの状況を確認したうえで検討されると
よいと思います。

市民活動への影響は
　市民活動団体でも、課税事業者だけでなく、免税事業
者であっても事業の中で売買の取引を行っている団体は
要注意です。とはいえ市民活動団体の中で、大きな売買
を伴う事業を行っている団体はそう多くはないでしょう。
あくまで商品やサービスの売買の消費税に関わることな
ので、そういった内容が含まれない団体は概ね影響がな
いと考えられます。

　ざっくりとした説明になりましたが、いかがだったで
しょうか。もし不安が残った場合や詳細（書類内容や経
過措置など）を知りたい場合は、税理士などの専門家に
確認しておくことをお勧めします。
　例えば栃木県では中小企業や小規模事業者向けの相談
窓口として「栃木県よろず支援拠点」を設置しています。
NPO法人など市民活動団体からの相談も受け付けてい
るとのことなので、活用してみてはいかがでしょうか。

○栃木県よろず支援拠点
　https://tochigi-yorozu.go.jp

　ぜひ制度を知って、適正な団体運営に繋げていただけ
ればと思います。

　せせらぎ会は、真岡市女性団体の一つです。
　栃木県女性教育指導者研修会を受講したメンバーが中心となり活動しています。
　主な活動としては、日本赤十字社の講習を受け、災害時を想定し鍋で米を炊飯
するなどのボランティア活動や、真岡市出前講座を利用し、コミュニティーバス
についてなども学んでいます。また、栃木県内の女性団体と積極的に繋がり、ほ
かの市や町の研修会への参加も行っています。
　他にも、交通安全週間に街頭に立つ活動や、希望する一人暮らしの高齢者へ電
話による安否確認を定期的に行うハローコール活動もさせていただいています。
　今後も女性の地位及び教育の向上を目的として、男女共同参画を推進する活動
をして参ります。

■ せせらぎ会 代　表：米子　有里

　真岡市で、子どもや妊産婦さんの居場所「そらいろポケット」を運営しています。
　保護者さんが、ほっと一息休み。子どもたちは、たっぷり遊ぶ。ご飯が美味し
い。ボランティアさんも嬉しい、楽しい。たくさんの笑顔を受け止めるコアラの
ポケットです。
　月1回の子ども食堂「コアラ食堂」、バザーや自然体験イベントも随時開催。
　出産育児のLINE相談窓口「コアLINE」と合わせて、子育てに伴走し続けること
を団体のモットーとしています。地域みんなで子育てを支える社会を目指します！
　ボランティア大募集中です。子どもが好きな方、赤ちゃんと遊びたい方、お料
理を作りたい方、相談に乗るのが得意な方、学生さんも大歓迎！個人、企業サ
ポーターも募集中。ぜひ、団体ホームページからまずはご連絡ください。

真岡市市民活動推進センター

コラボーレもおか
〒321-4507
栃木県真岡市石島893-15 真岡市二宮コミュニティセンター2Ｆ
T E L：0285-81-5522
F A X：0285-81-5558
e-mail：info@collabo-moka.net  
U R L：http://www.collabo-moka.net/
【開館時間】火～金：9:00～21:00（土・日は18:00まで）
【休 館 日】・毎週月曜日　・祝日　・年末年始（12/29～1/3）
　　　　　　  ※その他イベント・施設管理の関係で臨時に休館になる場合があります。

◀コラボーレもおか
　イメージキャラクター
　コラちゃん（左）と
　ボ～レくん（右）
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主　な　活　動　内　容団　体　名

子ども、子育て支援団体、個人とのつながりを広げ
深める。

もおかこどもネットワーク　
TUNAGARU

新規
団体
紹介
（8月現在）

活動報告活動報告 活動報告活動報告

　毎月第4土曜日の午後に、コラボーレもおか事務所内で市民交流の場「サロ
ン・ド・コラボ」を開催しています。
　6月から8月の活動では、コロナ対策で配られた未使用のガーゼマスクをほど
く作業をしました。これをハンカチに縫い変えて、赤ちゃんや子どもの支援を
されている団体さんに贈ります。また、こらぼひろばに飾る七夕飾りづくりな
どを行いました。
　参加者はスタッフと一緒に、おしゃべりをしたり、作業に没頭したり、思い思いの時間を過ごしました。
　話したいことや、やりたいことの持ち寄りもOKです。どなたでもご参加いただけますので、午後のひと時、一緒に
お茶を飲みながら話しませんか？

サロン・ド・コラボ

　今年も、市内外の高校に呼びかけ、高校生と真岡市内で活動する市民活動団体や自治会をつなぐボランティア体験
「推し街ボランティア」を開催しました。
　予想を大きく上回る応募があり、当初の20名から51名に定員を増やしての活動となりました。
　5月28日のキックオフミーティングを皮切りに、6月から8月の間に計28回の活動が実施され、延べ151名が活動
を体験しました。
　活動は、子育て支援、環境保全、フードバンク、自治会活動など多岐にわたり、ボランティアが初めての体験だった
という高校生も多く見られました。
　最後となる9月10日のクロージングミーティングでは、活動の感想を共有した後、真岡の「推し」ポイントを探して
もらい、これからの各自の行動につなげてもらいました。「推し」ポイントを「愛」で表現しているチームもあり、地
域のやさしく心温まる活動に触れることができたのだと感じられました。
　暑い中での活動になりましたが、高校生の頑張りと受入団体の気配りのおかげで無事終了できて本当に良かったで
す。この活動が、参加した皆さんのボランティア活動への道しるべとなればうれしいです。皆さん、ありがとうござい
ました。

推し街ボランティア

26／
8 

土29／
7 

土24／
6 

土

　今回のスキルアップ講座は、講師にデザイナーの齋藤 康則氏にお越しいただ
き、様々な人に広報を伝えるにはどう工夫すればいいのか、例えを交えながら
わかりやすく解説していただきました。
　講師の齋藤氏は30年以上、デザイン業界の第一線で活躍している方というこ
とで、解説には説得力があり、参加者の方々も熱心に耳を傾けている様子でし
た。
　後半のワークの時間では、チラシのレイアウト作りに挑戦しました。参加者は、講師に疑問や改善点を相談しなが
ら、時間いっぱいまでチラシ作りを行っていました。
　経験豊富な方にお話を聞く機会となった今回は、より多くの学びが得られるスキルアップ講座となりました。（参加者7名）

スキルアップ講座
「目を惹く広報力アップ デザインセミナー」 23／

7 
日

　コロナ禍で中止となっていた、花火大会翌朝のクリーンボランティアが久し
ぶりに開催されました。
　コラボーレもおかとボランティア連絡協議会の共催で、花火大会で出たゴミ
拾いや分別作業を行いました。
　7月23日の真岡クリーンボランティアでは、センター登録者やボランティア
連絡協議会、企業、一般の方や高校生と、幅広い世代の皆さんが一緒に活動し
ました。グループに分かれて市役所周辺のゴミを拾ったあと、五行川沿いの道
路にいくつも置かれたゴミ箱周りの分別を行いました。
　8月27日の尊徳クリーンボランティアでは、鬼怒川緑地公園周辺の範囲でゴミ拾いを行いました。小雨が降りひまわ
り畑に大きな虹がかかる中、多くのゴミを拾うことができ、爽やかな朝活となりました。
　来年も開催予定ですので、皆さんのご参加お待ちしています。（参加者7/23　38名、8/27　47名）

真岡市夏祭大花火大会クリーンボランティア
尊徳夏まつり大花火大会クリーンボランティア

　野菜づくりボランティアについての講座を開催しました。
　前半は、社会福祉法人飛山の里福祉会ハート二宮の小澤さんから、野菜づく
りを行っている施設に通われている知的障がいや精神障がいをお持ちの方の、
普段の仕事や施設での様子などをお話しいただきました。障がいがあっても自
分の意志で自分の道を決めながら歩んでほしいという想いで、その方に合わせ
て支援をされているそうです。
　後半は、野菜づくりボランティアをされている亀田さんのお話しです。ボランティアを始めることになったきっかけ
などについてお話しいただきました。
　講座終了後にはお土産の野菜が配られ、その後数名の方は実際に畑の見学へ向かいました。
　参加者の皆さんの今後のボランティア活動が楽しみです。（参加者4名）

第91回こらぼ茶話
「ボランティアで野菜づくり」 30／

6 
金
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日
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ギャラリーギャラリー

■ NPO法人　そらいろコアラ 共同代表：増田　卓哉
　　　　　鳥飼　蓬子

■ NPO法人　ハロハロラボ 代　表：小川　美穂

登録団体紹介登録団体紹介

第59号
2023.10

すま・切り絵「ふくろう」

　2023年10月1日からインボイス制度がスタートし
ました。言葉としては聞いたことがあっても、実際どん
な制度で自分たちの活動にどのように影響があるので
しょうか。今回は、制度の概要と市民活動への影響につ
いてまとめてみたいと思います。

どんな制度？
　そもそもインボイス制度とはどういったものなので
しょうか。国税庁のリーフレットでは以下のような説明
があります。

インボイス制度とは
買手：仕入税額控除※1の適用のため、原則として
　　　売手から交付を受けたインボイス※2を保存
　　　する必要がある。
売手：インボイスを交付するためには、事前に「イ
　　　ンボイス発行事業者」の登録を受ける必要が
　　　あり、登録を受けると、課税事業者として消
　　　費税の申告が必要となる。
※１　売り上げの消費税額から仕入れや経費の消費
　　　税額を差し引くこと。
※２　適格請求書。売手が買手に対し正確な適用税
　　　率や消費税額等を伝えるための手段のこと。
　　　請求書だけでなく、領収者やレシート等も含
　　　まれる。

　この制度の対象者は、消費税の課税事業者（課税売上
1,000万円超）です。免税事業者（課税売上1,000万
円以下）が「インボイス発行事業者」の登録をすること
もできますが、登録以降は課税事業者となるので注意し
てください。ただし、両者ともインボイス発行事業者に
なるかはあくまでも任意となっています。

　ではどういった場合、インボイス発行事業者になった
ほうがよいのでしょうか。

　その答えは、取引先が免税事業者なのか課税事業者な
のかによって変わってきます。自分たちの取引先が免税
事業者だった場合は、インボイスを交付しなくてもよい
ので、インボイス発行事業者となる必要はありません。
しかし、取引先が課税事業者だった場合は、消費税額の
控除でインボイスに対応した領収書が必要なため、取引
相手としてインボイス発行事業者が優先される可能性が
あるため、インボイス発行事業者として登録したほうが
よいとされています。インボイス発行業者になるかは、
取引先と自分たちの状況を確認したうえで検討されると
よいと思います。

市民活動への影響は
　市民活動団体でも、課税事業者だけでなく、免税事業
者であっても事業の中で売買の取引を行っている団体は
要注意です。とはいえ市民活動団体の中で、大きな売買
を伴う事業を行っている団体はそう多くはないでしょう。
あくまで商品やサービスの売買の消費税に関わることな
ので、そういった内容が含まれない団体は概ね影響がな
いと考えられます。

　ざっくりとした説明になりましたが、いかがだったで
しょうか。もし不安が残った場合や詳細（書類内容や経
過措置など）を知りたい場合は、税理士などの専門家に
確認しておくことをお勧めします。
　例えば栃木県では中小企業や小規模事業者向けの相談
窓口として「栃木県よろず支援拠点」を設置しています。
NPO法人など市民活動団体からの相談も受け付けてい
るとのことなので、活用してみてはいかがでしょうか。

○栃木県よろず支援拠点
　https://tochigi-yorozu.go.jp

　ぜひ制度を知って、適正な団体運営に繋げていただけ
ればと思います。

　せせらぎ会は、真岡市女性団体の一つです。
　栃木県女性教育指導者研修会を受講したメンバーが中心となり活動しています。
　主な活動としては、日本赤十字社の講習を受け、災害時を想定し鍋で米を炊飯
するなどのボランティア活動や、真岡市出前講座を利用し、コミュニティーバス
についてなども学んでいます。また、栃木県内の女性団体と積極的に繋がり、ほ
かの市や町の研修会への参加も行っています。
　他にも、交通安全週間に街頭に立つ活動や、希望する一人暮らしの高齢者へ電
話による安否確認を定期的に行うハローコール活動もさせていただいています。
　今後も女性の地位及び教育の向上を目的として、男女共同参画を推進する活動
をして参ります。

■ せせらぎ会 代　表：米子　有里

　真岡市で、子どもや妊産婦さんの居場所「そらいろポケット」を運営しています。
　保護者さんが、ほっと一息休み。子どもたちは、たっぷり遊ぶ。ご飯が美味し
い。ボランティアさんも嬉しい、楽しい。たくさんの笑顔を受け止めるコアラの
ポケットです。
　月1回の子ども食堂「コアラ食堂」、バザーや自然体験イベントも随時開催。
　出産育児のLINE相談窓口「コアLINE」と合わせて、子育てに伴走し続けること
を団体のモットーとしています。地域みんなで子育てを支える社会を目指します！
　ボランティア大募集中です。子どもが好きな方、赤ちゃんと遊びたい方、お料
理を作りたい方、相談に乗るのが得意な方、学生さんも大歓迎！個人、企業サ
ポーターも募集中。ぜひ、団体ホームページからまずはご連絡ください。

真岡市市民活動推進センター

コラボーレもおか
〒321-4507
栃木県真岡市石島893-15 真岡市二宮コミュニティセンター2Ｆ
T E L：0285-81-5522
F A X：0285-81-5558
e-mail：info@collabo-moka.net  
U R L：http://www.collabo-moka.net/
【開館時間】火～金：9:00～21:00（土・日は18:00まで）
【休 館 日】・毎週月曜日　・祝日　・年末年始（12/29～1/3）
　　　　　　  ※その他イベント・施設管理の関係で臨時に休館になる場合があります。

◀コラボーレもおか
　イメージキャラクター
　コラちゃん（左）と
　ボ～レくん（右）

44 11




